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※事務局記入欄 

№ B-25 

【様式２】 

部門名： 

働き方改革実践部門 
 

エントリー名： 

鹿児島市立中洲小学校 
 

活動名： 

業務改善に対する意識改革 
業務の簡素化・効率化 
 

解決すべき課題： 

○ 学校において勤務時間内における教材研究の時間の確保 
○ 限られた時間の中で質の高い校内研修の実施 
○ 校務分掌の負担の軽減化(特に高学年) 
 

目標・方針： 

○ 月別時間外 45時間勤務者の割合→目標 30％未満 
○ 質の高い教育活動を目指した業務改善の意識向上 
○ ムリ・ムダ・ムラの観点から業務の選択と集中→放課後の教材研究の時間確保 
 

活動内容： 

○ 毎週１回の定時退庁日の完全実施 
○ 夏季休業を活用した現職研修のまとめ取り 
○ 業務改善に対する職員研修の実施 
○ 業務改善に関する月１回の情報発信 
○ 各学年１アクションによる業務の効率化の推進 
○ 小学校陸上記録会・水泳記録会の事前練習の全職員での役割分担 

 

活動の成果：  

○  定時退庁日に定時退庁している教員の割合→９割超え。(令和元年 10月末現在) 
○  月別時間外 45時間勤務者の割合→毎月 30％未満を達成している。(令和元年 10月末現在) 
○  夏季休業を活用した現職研修のまとめ取りにより，テーマ研修の道徳科の研究を１～２学期にかけて 

じっくり取り組めた。 
○  業務改善に対する職員研修で教職員支援機構の「学校における働き方改革『先生が忙しすぎる』をあき

らめない」の視聴と各学年１アクションの業務改善の目標設定→「業務改善の意識が高まった。」という職
員の感想があった。 

○  小学校陸上記録会・水泳記録会の事前練習の全職員での役割分担を通して，高学年部の負担が軽
減されたという職員の感想があった。 

 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 

○  定時退庁日以外に 19 時以降業務をする場合は，取り組む業務と業務終了の時刻を管理職まで届け
出をさせるようにした。 

○  各学年１アクションの業務改善の目標は，現状の本校の業務改善の課題を各学年部によるワークショッ
プ式で話し合わせた後，作成させた。また，１アクションについては，職員室前方に掲示した。 

 

＜写真、図表添付欄＞ 

写真 1  業務改善の研修で活用した資料(抜粋)     写真 2 掲示した業務改善の１アクション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 月別時間外 45時間勤務の推移                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 業務改善に関する情報発信の例                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○  月別時間外 45時間勤務の

推移は，毎月の校内衛生委

員会の資料として全職員に示し

ている。特筆すべきは，夏季休

業中の月別時間外 45時間の 

勤務の割合が 0％だったことで 

ある。 

○  業務改善に関する情報発信 

は，月の行事を概観し，業務

の簡素化・効率化につながる

情報提供を行っている。また，

民間企業の業務改善の取組

も紹介している。 

 

 

業務改善の１アクションは，職員室前方

の全職員が見えるところに全学年部が考えた

ものを掲示した。 

独立行政法人教職員支援機構 オンライン講

座 校内研修シリーズ ｢学校における働き方改

革 『先生が忙しすぎる』をあきらめない｣を活用 


